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みやこ町まちづくり公社設立準備協議会 設立趣意書 

みやこ町まちづくり公社は、グランドデザインの実現に向けて、行政と民間の力をつなぎ、

地域課題の解決と新たな価値の創出に取り組む地域公社として設立を目指すものです。 

みやこ町では、人口減少や少子高齢化が進む一方、地域を取り巻く社会や産業の環境も大

きく変化しています。これからは、人口減少を食い止めることだけを目標とするのではな

く、人口が減少する中にあっても、暮らしの豊かさや地域のつながりを保ち、新しい仕事

や挑戦が生まれ、次の世代がこの町に可能性を感じられる地域をつくっていくことが求め

られています。 

そのためには、住宅、仕事、子育て、教育、福祉、産業、交流などを個別の課題として捉

えるのではなく、互いにつながる地域の営みとして考えていく必要があります。また、行

政、町民、事業者、地域団体、専門家、町外から関わる人など、多様な主体がそれぞれの

力を持ち寄り、ともに考え、実践する仕組みが必要です。 

こうした考えのもと、「住宅」「仕事」「交流」を重要な柱として、暮らす場所をつくる

こと、働く機会や新たな事業を生み出すこと、人と人が出会い関係を育むことを相互につ

なぎ、地域に新しい循環と魅力を生み出していきます。 

公社は、あらかじめ定めた計画を実行するだけの組織ではありません。実践の中で得られ

る成果や課題、新たな出会いや関係を手がかりに、必要に応じて事業や計画を見直しなが

ら、既存の制度や組織の枠組みだけでは取り組みにくい課題にも柔軟に向き合います。 

また、町内外の人が関わることのできる開かれた場をつくり、小さな挑戦を一つひとつ形

にするとともに、公社そのものが、地域で働くことに誇りと魅力を感じられる仕事の場と

なることを目指します。 

そのための新しい地域の仕組みとして「みやこ町まちづくり公社」を設立することを目指

し、ここに「みやこ町まちづくり公社設立準備協議会」を設立します。 
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